
低木層では、個体数が多いが、ほとんどがサクラ
ツツジ・ヤクシマミツバツツジ・ハイノキであり、密生
している。他には、アセビ・シキミ・ケウバネガシ・ス
ギ・ヒサカキ・サカキが混生している。

し
つ
つ

、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た

。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り

、
規

制
区
間
の
恒
常
的
な
路
上
駐
車

や
交
通
混
雑
の
回
避
等
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

（
詳
細
に
つ
い
て
は

、
裏
面
の

案
内
を
ご
参
照
下
さ
い

。

）

日
目
に
は
一
二
人
が
参
加
し
て

縄
文
杉
登
山
を
行
い
ま
し
た

。

参
加
者
は

、
ガ
イ
ド
の
手
助
け

も
あ
り
順
調
に
登
山
が
で
き

、

ま
た

、
登
山
中
の
エ
コ
解
説
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
屋
久

島
の
森
林
を
思
い
思
い
に
体
感

で
き
た
様
子
で
し
た

。
今
回
の

屋

久

島

で

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

が

、
今
後

、
本
学
会
と
屋
久
島

の
森
林
の
役
に
立

っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

。

な
お

、
保
全
募
金
に
関
す
る

呼
び
か
け
に
対
し
ま
し
て

、
ご

理
解
い
た
だ
き

、
快
く
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た

。

新しくなったリーフレット

ガイドのエコ解説に聴き入るメンバー

セ

ル

ロ

ー

ス

学

会

（
西

武

支

部

）
が

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

六
月
一
二
～

一
五
日

、
セ
ル

ロ
ー

ス
学
会
西
部
支
部
関
係
者

総
勢
三
五
名
が

、
屋
久
島
で
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

ま

し

た

。初
日
夜

、
木
暮
屋
久
島
森
林

管
理
署
長
が
屋
久
島
の
森
林
・

林
業
の
あ
ら
ま
し
を
ベ
ー

ス
に

「
屋
久
島
と
国
有
林

」
に
つ
い

て
講
演
を
行
い

、
併
せ
て
他
の

演
題
も
含
め
午
後
九
時
過
ぎ
ま

で
時
間
を
延
長
し
て
熱
心
に
意

見
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た

。一

行

は

二

日

目

の

終

日

の

セ

ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
る
と

、
三

屋久島の植物

暖

帯

南

部

（
四

国

・

南

九

州

）
に

分

布

す

る

落

葉

低

木

で

、
屋
久
島
を
分
布
の
南
限
と

す
る

。
花
は

、
淡
紫
色
で
多
数

つ
け
る

。
果
実
は
直
径
二
～

三

㎜
で

、
赤
紫
色
の
果
実
を
び

っ

し
り
と
つ
け
る

。
花
の
白
い
の

を
シ
ロ
バ
ナ
ト
サ
ム
ラ
サ
キ
と

い
う

。

花
期
七
月

果
期
一
〇
月

（くまつづら科）
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自

然

休

養

林

の

リ
ー

フ

レ

ッ
ト

に

つ

い

て

六
月
二
七
日

、
屋
久
島
環
境

文
化
財
団
会
議
室
に
お
い
て

、

平
成
二
〇
年
度
第
一
回
屋
久
島

山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

本
会
議
に
お
い
て

、
本
年
八

月

一

日

か

ら

三

〇

日

ま

で

の

間

、
県
道
屋
久
島
安
房
公
園
線

（
通
称

、
ラ
ン
ド
線

）
の
町
道

荒
川
線
に
分
岐
す
る
地
点

（
通

称

、
荒
川
三
叉
路

）
よ
り
荒
川

登
山
口
ま
で
を
終
日
車
両
通
行

規
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た

。
こ
れ
に
よ
り
規
制
区

間
の
利
用
者
に
対
し
て

、
屋
久

島
観
光
協
会
が
主
体
と
な

っ
て

地
元
バ
ス
関
係
機
関
等
と
協
議

荒川登山口付近の駐車･通行状況

平
成
二
０
年
度
屋
久
島
山
岳

部
利
用
対
策
協
議
会
開
催

自
然
休
養
林
の
リ
ー

フ
レ

ッ

ト
は

、
利
用
者
の
方
々
が
散
策

す
る
時
に

、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す

。

例
え
ば

、
配
色
に
つ
き
ま
し

て
は

、
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の

考
え
方
を
参
考
に

、
判
別
し
に

く
い
色
の
組
合
せ
を
避
け
ま
し

た

。
ま
た

、
各
コ
ー

ス
が
重
な

る
箇
所
は

、
白
い
線
を
入
れ
て

い
ま
す

。
さ
ら
に

、
こ
の
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
は

、
自
然
休
養
林
内

の
コ
ー

ス
案
内
板
と
同
じ
図
柄

を
使
用
し
て
お
り

、
各
分
岐
点

に
は

、
番
号
を
付
け
て
お
り
ま

す
の
で

、
現
在
地
の
確
認
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
方
々

が

、
安
全
・
快
適
に
散
策
で
き

る
よ
う
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
の
改
善

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

、

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

。

トサムラサキ
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